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今が旬の県産ホタ
テを贅沢に使った
一品。隠し味にハー
ブを使うことで後味
さっぱり！
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特
集
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東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
10
年

東日本大震災
津波発生
3月11日午後2時46
分、宮城県沖を震源
とするマグニチュー
ド９、最大震度７の
地震が発生。沿岸部
は津波で大きな被害
を受けた。

震災から10年。感謝を 胸に、未来へ。震災から10年。感謝を 胸に、未来へ。
2011年2012年2013年

東
日
本
大
震
災
津
波
発
生

県
内
の
避
難
者
数
が
最
多
の

5
万
4
4
2
9
人
に（
在
宅

含
む
）

平
泉
の
文
化
遺
産
が
世
界

遺
産
に
登
録

県
内
全
て
の
応
急
仮
設
住
宅

が
完
成

　
多
く
の
人
々
の
日
常
が
一
瞬
に
し
て
変
わ
っ
た

2
0
1
1
年
3
月
11
日
―
―
。 

あ
の
日
か
ら
10
年
の
月

日
が
流
れ
ま
し
た
。つ
ら
い
記
憶
を
携
え
な
が
ら
も
、

県
内
外
か
ら
の
応
援
を
受
け
て
、未
来
へ
と
向
か
お
う

と
す
る
岩
手
の
姿
を
時
系
列
で
振
り
返
り
ま
す
。

3
月
11
日

13
日

6
月
29
日

8
月
11
日

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら

1
年
、各
地
で
追
悼
式
な
ど

が
挙
行
さ
れ
る

東
北
六
魂
祭
が
盛
岡
で
開

催
さ
れ
、2
日
間
で
24
万
人

を
超
え
る
人
出
を
記
録

県
内
で
初
め
て
災
害
公
営

住
宅
の
建
設
に
着
手（
釜
石

市
平
田
地
区
）

県
内
で
初
め
て
災
害
公
営

住
宅
へ
の
入
居
開
始（
大
船

渡
市
盛
中
央
団
地
）

3
月
11
日

5
月
26
日

6
月
14
日

12
月
10
日

J
R
大
船
渡
線
気
仙
沼
〜

盛
間
で
B
R
T
運
行
開
始

久
慈
市
を
舞
台
と
し
た

N
H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説「
あ
ま
ち
ゃ
ん
」放
映

開
始

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
盛

〜
吉
浜
間
の
運
行
再
開

「
三
陸
復
興
国
立
公
園
」創
設

「
奇
跡
の
一
本
松
」保
存
事

業
完
成
式
開
催

3
月
2
日

4
月
1
日

3
日

5
月
24
日

7
月
3
日

災害公営住宅
沿岸地域では、県や市町村が
5,550戸を整備。写真は釜石市平
田アパート。

応急仮設住宅
県内では約14,000戸を整
備。写真は釜石市中妻町仮
設住宅。

奇跡の一本松
津波に耐えて奇跡的に残った高
田松原の松が、全国からの支援
を受けてモニュメントに。復興の
シンボルとして未来へ託された。
写真提供：陸前高田市

写真提供：
日本赤十字社岩手県支部（上）、
葛巻町（下）/いわて震災復興
アーカイブ

JR大船渡線BRT運行開始
震災で寸断された鉄路を転換。
便利な市民の足に。
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2016年

久
慈
地
下
水
族
科
学
館

「
も
ぐ
ら
ん
ぴ
あ
」営
業

再
開

県
立
大
槌
病
院
再
建

県
立
山
田
病
院
再
建

第
71
回
国
民
体
育
大
会

「
希
望
郷
い
わ
て
国
体

本
大
会
」開
催

第
16
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会「
希
望
郷

い
わ
て
大
会
」開
催

4
月
23
日

27
日

8
月
19
日

10
月
1
日

22
日

2017年2018年

大
船
渡
港
湾
口
防
波
堤

復
旧

商
業
・
図
書
館
複
合
施

設「
ア
バ
ッ
セ
た
か
た
」

オ
ー
プ
ン

商
業
施
設「
キ
ャ
ッ
セ
ン

大
船
渡
」オ
ー
プ
ン

釜
石
市
民
ホ
ー
ル

「
T
E
T
T
O
」開
館

記
念
式
典
開
催

3
月
19
日

4
月
27
日

29
日

12
月
8
日

県
立
高
田
病
院
再
建

釜
石
港
湾
口
防
波
堤

復
旧

大
槌
町
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー「
お
し
ゃ
っ
ち
」

開
館

2
月
16
日

3
月
30
日

6
月
10
日

釜
石
鵜
住
居
復
興
ス
タ

ジ
ア
ム
完
成
、オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
開
催

県
内
の
被
災
公
立
学
校

86
校
の
学
校
施
設
が
全

て
再
建

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
聖
火
を「
復
興
の
火
」と

し
て
展
示（
〜
23
日
）

三
陸
鉄
道
リ
ア
ス
線

「
新
田
老
駅
」開
業

県
内
の
災
害
公
営
住
宅

全
5
8
3
3
戸
の
整
備

完
了

8
月
19
日

12
月
14
日

三陸鉄道北リアス線、
全線で運行再開
三陸鉄道南リアス線（盛・釜石間）、北リアス
線（久慈・宮古間）が復旧。地域の足が復活。
写真提供：三陸鉄道株式会社

まちびらき後の田老地区
かさ上げや高台移転した土地で、
住宅などの建設が進む。

災害廃棄物処理
県内の一般廃棄物の14年分に相
当する618万トンを処理。内陸や
県外の自治体が協力。
写真提供：
宮古市/いわて震災復興アーカイブ

県立高田高校新校舎完成
旧校舎は3階まで浸水。新たな
学び舎で次世代の担い手育
成へ。

もぐらんぴあ再開
被災後に移転し「もぐらん
ぴあ まちなか水族館」とし
て営業していたが、元の場所
に復旧。
写真提供：もぐらんぴあ

希望郷いわて国体
冬季大会、本大会、希望郷いわて大会と合
わせて、全国から82万7千人の選手・監
督、大会関係者、観客が参加。県内各地
で交流も。

県立山田病院再建
被災した県立病院の再建進む。

おしゃっち開館
町中心部に誕生した、
図書館や交流施設を
備えた複合施設。地域
の憩いの場に。
写真提供：おしゃっち

アバッセたかた
オープン
沿岸地域に新しい商
業施設が完成。にぎわ
いの拠点に。

2019年

東
北
横
断
自
動
車
道
釜

石
秋
田
線
の
全
線
開
通

三
陸
鉄
道「
リ
ア
ス
線
」

全
面
開
通

「
三
陸
防
災
復
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
2
0
1
9
」開
幕

東
日
本
大
震
災
津
波

伝
承
館
開
館

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
T
M

日
本
大
会

が
釜
石
鵜
住
居
復
興

ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催

県
沿
岸
部
の
災
害
公
営

住
宅
全
5
5
5
0
戸
の

整
備
完
了

3
月
9
日

23
日

6
月
1
日

9
月
22
日

25
日

11
月
5
日

3
月
22
日

5
月
18
日

12
月
7
日

全被災公立学校再建
気仙小学校（陸前高田市、写真）の完成
で、全ての学び舎が再生。

ラグビーワールドカップ2019TM開催
旧鵜住居小学校・旧釜石東中学校跡地に整備さ
れたスタジアムで、約14,000人がフィジー対ウル
グアイ戦に熱狂。

東日本大震災津波伝承館
開館
高田松原津波復興祈念公園内
に整備。震災津波の事実と教訓
を後世に伝承し、復興の姿を国
内外に発信。

復興の火展示
東京2020オリンピック競技大会
の聖火リレーに先立ち、聖火が
「復興の火」として岩手に到着。

2014年2015年

陸
前
高
田
市
で
土
砂
搬

出
用
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

「
希
望
の
か
け
橋
」稼
働

開
始

本
県
の
災
害
廃
棄
物
処

理
が
終
了

三
陸
鉄
道
南
リ
ア
ス
線
、

全
線
で
運
行
再
開

三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線
、

全
線
で
運
行
再
開

J
R
釜
石
線
で
S
L
銀

河
の
運
転
開
始

大
船
渡
市
新
魚
市
場
の

完
成
式
典
開
催

県
内
の
復
興
道
路
全
て

着
工

3
月
23
日

31
日

4
月
5
日

6
日

12
日

23
日

8
月
24
日

県
立
高
田
高
等
学
校

新
校
舎
完
成

釜
石
市
の
橋
野
鉄
鉱
山

を
含
む「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」世
界

遺
産
に
登
録

県
内
で
初
め
て
仮
設
商
店

街
が
本
設
と
し
て
移
転

オ
ー
プ
ン（
大
船
渡
市
）

造
成
工
事
が
ほ
ぼ
完
了

し
た
田
老
地
区
で「
田
老

ま
ち
び
ら
き
記
念
式
」

開
催（
宮
古
市
）

「
小
本
津
波
防
災
セ
ン

タ
ー
」完
成
、岩
泉
小
本

駅
と
一
体
化

3
月
19
日

7
月
8
日

12
日

11
月
22
日

12
月
23
日

2018年2020年

　陸・海・空の自衛隊10万7
千人が、被災者の救出、行方
不明者の捜索、がれき撤去、
支援物資の輸送、給水・給食
などに当たった。

　全国の緊急消防援助隊延べ2,2
79隊

7,633人が救助活動などを実施
。被災

した地元の消防団員や近隣市町
村の

消防団員も、被災住民の救助や避
難所

の運営支援などに奔走。

　全国の自治体から4,300

人を超える職員が県や市

町村に派遣され、防潮堤な

どの復旧工事、まちづくり、

住民対応などを行った。

　米軍と自衛隊による「トモダチ作戦」をはじ
め、米国、英国、中国などの救援隊が活動。多くの
国々から支援物資が届けられたほか、台湾をはじ
めとする世界各国・地域からの義援金や寄付金が
寄せられ、三陸鉄道の復旧や被災地の施設整備に
役立てられた。

　29都道府県128チームのDMAT
（災害派遣医療チーム）が、発災後か
らトリアージや応急処置、病院支援
を展開。延べ4,463人の県外医師に
よる医療支援も行われた。

海外からの支援

医療チーム派遣

　1都15県の警察官延べ226

人が本県に特別出向。応急仮設

住宅の巡回、パトロール活動な

どで被災地の治安を守った。

警察官特別出向

被災自治体への
職員派遣 自衛隊による活動

消防による活動

全国・海外からの応援全国・海外からの応援
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震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
て

震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
て

　2011年３月11日に発生した東日本大震災津波により、本県では甚大な被害を受け、多くの大切
な人を失いました。二度と同じ悲劇を繰り返さないために、震災を体験していない世代やこれから
生まれてくる子供たちにもあの日の悲しみと教訓を伝えていかなければなりません。
「３月11日を岩手県民の日『大切な人を想う日』にすることについての請願」が県議会で採択された
ことを受けて、県は2021年２月に「東日本大震災津波を語り継ぐ日条例」を制定しました。
　震災により亡くなった多くの尊い命に追悼の意を表し、震災の教訓を伝承するとともに、これまで
の復興に向けた歩みの中で得られた多くの絆を大切にし、一人一人の大切な人に想いを寄せ、
ふるさと岩手を築いていくことを誓う日として、「東日本大震災津波を語り継ぐ日」を定めました。

「東日本大震災津波を語り継ぐ日」について

ポイント

　

平
成
23
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
津
波
か
ら
、３
月
11
日
で
10
年
を

迎
え
ま
す
。改
め
て
、犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
に
、謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

ま
す
。

　

県
で
は
、発
災
か
ら
こ
れ
ま
で
、国
内

外
か
ら
頂
い
た
多
く
の
御
支
援
を
力

に
、県
民
一
丸
と
な
っ
て
復
興
に
取
り

組
み
、防
潮
堤
の
整
備
や
復
興
道
路
の

開
通
な
ど
の
安
全
の
確
保
、災
害
公
営

住
宅
の
完
成
な
ど
の
暮
ら
し
の
再
建
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
の
心
の
ケ
ア
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
、な
り
わ
い
の
再
生

な
ど
、中
長
期
的
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。「
東
日

本
大
震
災
津
波
の
経
験
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
復
興
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

お
互
い
に
幸
福
を
守
り
育
て
る
希
望
郷

い
わ
て
」を
基
本
目
標
に
、今
後
も
復
興

を
県
の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」と
い
う
理
念

を
持
ち
、三
陸
の
よ
り
良
い
復
興（
ビ
ル

ド
・
バ
ッ
ク
・
ベ
タ
ー
）の
実
現
に
、引
き

続
き
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

発
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、県
は
、３
月
11
日
を「
東
日
本
大

震
災
津
波
を
語
り
継
ぐ
日
」と
す
る

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。二
度
と
同
じ

悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
、次
の

世
代
へ
と
震
災
の
教
訓
を
語
り
継
ぎ
、

こ
れ
ま
で
得
ら
れ
た
多
く
の
絆
に
感
謝

し
、一
人
一
人
の
大
切
な
人
に
思
い
を

寄
せ
な
が
ら
、力
を
合
わ
せ
て
未
来
に

向
け
て
、ふ
る
さ
と
岩
手
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

岩手県知事

県は、市町村その他の団体と連携して
条例の趣旨の普及や趣旨に沿った取り組みを行うとともに、
市町村などが行う取り組みへの協力や県民の自発的な取り組みの促進に勤めます。

3月11日を東日本大震災津波を語り継ぐ日とします。

復興のバトン
東日本大震災津波の記憶と
教訓を次世代へ。
復興と共に進む人たちがいます。

三重県津市出身。2018年、久慈市地域おこし協力隊に。山根地区に
「YAMANECO COFFEE LAB」をオープン。現在はキッチンカーでコー
ヒーを提供することも。

「
岩
手
で
仕
事
を
す
る
」

ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
し
て

　
震
災
後
、被
災
地
を
訪
れ
た
田

端
涼
輔
さ
ん
は
、「
い
つ
か
岩
手
県

に
来
て
仕
事
を
す
る
」こ
と
を
思

い
描
い
て
い
ま
し
た
。一
昨
年
か

ら
古
民
家
を
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、2
0
1
9
年
7
月
、久

慈
市
山
根
地
区
に
カ
フ
ェ
を
オ
ー

プ
ン
。「
コ
ー
ヒ
ー
は
豆
や
入
れ
方

で
味
が
変
わ
る
。人
間
と
同
じ
で

個
性
が
あ
っ
て
魅
力
的
」と
話
す

田
端
さ
ん
。田
端
さ
ん
の
コ
ー

ヒ
ー
は
、市
内
外
の
多
く
の
人
を

惹
き
つ
け
て
い
ま
す
。

久
慈
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊

田
端 

涼
輔 

さ
ん （
久
慈
市
）

共和水産株式会社の専務取締役。「王子のぜいたく至福のタラフライ」は
全国でも人気。地元の魅力を知ってほしいと、小中学生の工場見学を受け
入れている。

宮
古
の
未
来
の
た
め

イ
カ
王
子
は
今
日
も
行
く

　
震
災
後
、肩
を
落
と
し
て
い
る
人

た
ち
を
見
て
立
ち
上
が
っ
た
鈴
木

良
太
さ
ん
。「
イ
カ
王
子
」の
名
で
、

宮
古
の
水
産
業
を
P
R
し
、牽
引
し

て
来
ま
し
た
。自
社
商
品
を
は
じ

め
、他
社
の
水
産
加
工
品
も
情
報
発

信
。今
で
は
、地
元
の
農
業
に
つ
い

て
も
発
信
し
て
い
ま
す
。そ
れ
も
全

て
宮
古
の
未
来
の
た
め
。「
地
元
を

誇
れ
る
よ
う
な
、お
い
し
い
商
品
を

一
つ
で
も
増
や
し
た
い
」と
話
す
鈴

木
さ
ん
。宮
古
の
エ
ー
ス
は
こ
れ
か

ら
も
走
り
続
け
ま
す
。

三
陸
王
国
宮
古
イ
カ
王
子

鈴
木 

良
太 

さ
ん （
宮
古
市
）

大船渡市越喜来「みちのくダイビングリアス」のダイビングインストラク
ター。愛称はクマさん。「三陸は世界に誇れる海」と語る。

ダ
イ
ビ
ン
グ
で
人
を
つ
な
ぎ

海
を
守
り
育
て
、耕
す

　
ダ
イ
バ
ー
の
佐
藤
寛
志
さ
ん
は
震

災
後
、た
っ
た
一
人
で
海
に
潜
り
、

瓦
礫
の
撤
去
を
始
め
ま
し
た
。そ
の

活
動
は
、全
国
の
ダ
イ
バ
ー
や
、地

元
の
漁
師
た
ち
の
共
感
を
呼
び
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
は
七
千
人
に
も
広

が
り
ま
し
た
。10
年
が
経
ち
、海
の
中

で
は
、魚
や
藻
な
ど
が
命
を
繋
い
で

い
ま
す
。目
下
の
課
題
は
、ウ
ニ
が
藻

を
食
べ
尽
く
し
て
し
ま
う「
磯
焼

け
」。海
の
環
境
活
動
家
で
あ
る
佐
藤

さ
ん
は
、漁
協
な
ど
と
と
も
に
藻
場

再
生
に
日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

N
P
O
法
人
三
陸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ダ
イ
バ
ー
ズ

佐
藤 

寛
志 

さ
ん （
大
船
渡
市
）

藤勇醸造は釜石の味噌・醤油の醸造元。米糀に五穀をブレンドした甘酒
「五穀甘糀」は令和元年農林水産大臣賞を受賞。

復
興
支
援
に
感
謝

思
い
を
デ
ザ
イ
ン
に

　
釜
石
の
老
舗
・
藤
勇
醸
造
で
商
品

開
発
を
す
る
小
山
明
日
奈
さ
ん
。復

興
支
援
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め

「
十
割
糀
み
そ
」の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
デ

ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。デ
ザ
イ
ン
に
は
、

被
災
し
た
印
刷
所
か
ら
復
興
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た「
藤

勇
」の
活
字
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。復

興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、そ
の
後
も

交
流
を
続
け「
甘
糀
」や「
甘
糀
ロ
ー

シ
ョ
ン
」と
い
っ
た
商
品
を
次
々
と

生
み
出
し
、釜
石
に
新
し
い
風
を
起

こ
し
て
い
ま
す
。

藤
勇
醸
造
株
式
会
社

小
山 

明
日
奈 

さ
ん （
釜
石
市
）

お
や
ま

未来へつなげ!

特   別   編


	ig_0102
	ig_0304
	ig_0506

